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大東E共同
由旦一一=同抑f世ω咋各嗣が各t其の所を将、相僑り相扶けて寓品共摂の襲を借にナるは世界平和擁立の根本要鶴たり。然るに米英は白鼠の繁策の錆には他嗣家、他民族を抑墜し、特に大東亜に封しては飽くたき侵略搾取を行ひ、犬東亜繋蝿化の野望を迂しうし、拍車には犬東軍の安定を根抵より覆さんとせり-大東亜恥争の原因ととに存7-大東亜各凶は相提携して犬東亜職争を完訟し、大東亜を朱英の桂桔より解放して、其の自存自衡を全うし、左の綱に基き大東亜を建放し、以て世界平和の砿立に寄興せんととを期す一、大東亜各闘は協同して大東亜の安定を詑保し、道義に基く共存共農のれ序を建敵す一、大東亜各は相互に自主掲立を骨骨量し互助教併の貫を畢げ、大東亜の親和を擁立ナ一、大東亜各国は相互に其の僻統を隼重し、各f民族の創造住を伸暢し、大東亜の文化を昂揚す一、大東亜各闘は互恵の下緊密に提携し、其の弘済恥MM成を幽p、大東亜の缶集を靖泡す一、大政亜各位寓那との交誼を篤うし、人極的差別を撤厳し、普く文化を吏・し、遁んで責諒を開放し以て世界の遣還に貢献す
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，東亜、否、世非の臨し史に不績の一頁を飾るふへ東亜合諜の姥たる成巣については、今さら与吉を.喪しない。前唖一、のh乎たる益段、今や眼前忙期現せられ、しかも十億民棄の共同意志を大安亜眠争完苫、犬山県盛建設必成の一釦に結集し、以て世埠平和の確立に寄興せんとする大東亜h贋起、堂々の遣軍は既に開抽制されたのである十一月六日、合続鰐ご日knR玄された大東亜共同宣宵は、東亜の斡宇目的と平和建訟の珂念を、剥すととるた〈祉制作に開明した。東亜の剣は、先日、大東亜を蝿化ぜんとする米英の非常をつのみであり、大東亜の控肢は世界遺辺への貫恥を念願とする東亜はとの偉大なる忠志を、官買によって、米英に思ひ知らせるのみである。《中央)日本岡代表内、穂町大臣東健英機問F《左ご中華民闘代衣闘民政府行政院院長花摘'岡下t洲岡代表岡持総理大臣袈最前世間下ピUFT岡代表内閣組理大臣ク1・〆!・モウ鴨下A東保持押から右へ》タィ.代表内仁徳珂大臣代珂ヲンヲイタヤコン殿下ア49ピン岡代表大統領ホセ・ベ・-7ウレル制下町席者自由印度院政府首班スバス・チキンドフ・ポ1ス閣下3
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